
 

  

 

 

 

 

【問題となる事象】  

よく聞くご意見としては「地盤が建設重機の振動で揺すられて沈下が生じたのではないか？」です。通常の建設重機によ

る地盤面振動レベルを 80dB として、ここでは余裕を見て振動加速度レベル 90dB（32gal）程度を対象と考えます。 

【重機振動による地盤への影響】  

①気象庁震度階 

震度 4 までは地盤の影響に関する記述はなく「軟弱な地盤で亀裂が生じることがある」は震度 5（80gal≒98dB以上）です。 

②ひずみと土の変化の関係 

文献-1には「ひずみと土の変化の関係」について下左表（表 5.3.2）が示されています。地盤の弾性範囲内の「振動」から「亀

裂や不同沈下」等の塑性的な挙動を示す下限のひずみの大きさは 0.01％（10-4）程度です。1ｍ四方の土塊を考えた場合、

このひずみは振幅にして 0.1㎜（1,000㎜×1/10,000）、重機振動の振動数を 15Hz（かわら版第 78号）とすると 63gal≒96dB

程度になります。これ以下では地盤沈下などの塑性的な変状は起こりえないと言うことになります。 

③揺すり込み沈下 

緩く詰まった粒子（土）は、振動が加わると粒子同士のかみ合わせが外れて再配列し、これにより密度が増加するとその分

沈下が生じます。これを「揺すり込み沈下」と称し、地震時等に生じる沈下現象の一つです。文献-2 は、この現象を実験的

に研究したものですが、その発生限界は緩詰めの場合でも 200gal（106dB）であると報告されています（下右図）。また、継

続時間（繰り返し振動）の影響は 20 秒を過ぎるとほとんど影響しなくなるとの結果（文献中図-5）があります。 

【まとめ】  

以上のように何れの知見を見ても工事振動の程度（振動加速度レベル 90dB≒32gal 程度）では沈下などの変状は生じ

ないことがわかります。地盤に影響が出るような地震動に比べれば工事振動の大きさは 1/10程度ですので、工事振動で地

盤沈下が生じることはないと言えます。（※振動レベル≒振動加速度レベル-8dB（かわら版第 79 号）） 
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建設重機による地盤沈下（part1 振動）  

←200gal 


